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１． 主題構成表 
 主題名 生命の尊さ             資料名  あなたがもつ生きる力 出典：（文溪堂） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■資料の分析 
・本資料では、特に葛藤場面の

ようなものはなく、生命の誕
生について、おなかの中での
成長の様子、赤ちゃんの心拍
数について、産声の意味など
具体的に語りかけるように説
明している。 

・たった０．２５ミリメートル
のものが５０センチメートル
に、つまり２千倍にもなると
いう事実、そして生まれるま
での奇跡ともいえる生命の営
みには、すばらしいものがあ
ったり、産声はこの世に生ま
れて一番はじめに自分の力で
できたことであることを知っ
たりする中で、心に受けたそ
の感動を大切にしていきた
い。 

・資料から心に残ったことなど
を話し合い、生命誕生の喜び
や大切さを理解することがで
きることはもちろん、教師自
身が今、お腹に赤ちゃんがい
ることから、実際の赤ちゃん
の大きさが分かる掲示や赤ち
ゃんの心音を聞かせながら、
生命の神秘さを身近に感じる
ことができる。 

・お腹の中から、だれもが大き
な力を発揮しこの世に生まれ
てきたことを知り、今生きて
いることに誇りをもち、生命
を大切にしながら、一生懸命
生きようと思うことができ
る。 

■内容項目 中 D－（1８） 
生命の尊さ 

（中）生命の尊さを知り、生命ある
ものを大切にすること。 

（高）生命が多くの生命のつながり
の中にあるかけがえのないも
のであることを理解し、生命
を尊重すること。 

■内容項目から見た児
童の実態（意識） 
・登下校では、自分の命

は自分で守ることを
自覚し、交通ルールを
守って落ち着いて安
全に登下校する姿が
多くみられる。 

・水泳の時間では、バデ
ィをくみ、プールサイ
ドは走らず落ち着い
て練習したりして、水
の事故がないように
意識しながら活動で
きる。 

・すぐに喧嘩で手が出て
しまい、命を粗末にし
てしまう児童もいる。 

・言われたことややって
はいけないことは理
解し、落ち着いて生活
することはできるが、
自分から何かを一生
懸命がんばろうとい
う気持ちが弱い。 

■要因 
・生命について深く考え

る機会が少なく、その
生命の力についての
理解が不足している
ので、自分にはそんな
に力がないと思って
しまっている。 

 

■価値の分析 
・生命を大切にし尊重することは、かけが

えのない生命をいとおしみ、自らもまた

多くの生命によって生かされていること

に素直に応えようとする心の表れと言え

る。 
・中学年では知識として、生命の誕生から

死に至るまでの過程を理解するようにな

ってきている。しかし、誕生の喜びや死

の重さの場面を直接経験することは少な

く、本当の意味で理解し実感していると

は限らない。このような実情に目を向け、

生命を守るだけではなく、生きる喜びを

実感し、「生」そのものを充実して輝かせ

ることの大切さを深く意識することが必

要である。 
・この時期の児童は、自分の命は自分で大

切にし行動することは理解できている

が、与えられた生命を一生懸命に生きる

ことのすばらしさを考えたり、感じたり

することが欠けている。よって、生命を

大切にすると同時に、どんな時でも一生

懸命生きていこうとする心情を育てた

い。 

■ねらい 
お腹の中の様子や誕生の瞬間から生命のすばらしさを考えることを通して、自分が頑張って生まれてきたこ

とや生命のかけがえのなさに気付き、生命あるものすべてを尊いものとして大切にしようと考えたり、これか
ら一生懸命生きていこうとしたりする心情を育てる。 
 
■他の教育活動との関連 
 
 

 ■本時 
「あなたがもつ生きる力」 

■事前 日常生活 
 命は大切なものであり、自分の命

は自分で守ることを意識し、行動す

ることができる。しかし、日常生活

において、一生懸命活動しようとす

る姿に弱さがある。 
 

■事後 日常生活、学級活動 
・１学期残りわずか、１人１つ今ま 
 であきらめていたことを頑張り切
っていく活動を行う。そして、そ
の頑張りを毎日交流していく。 

・一学期の終わりに自分の宝物発表
を行い、一生懸命頑張ったことを
発表し合う。 

■「私たちの道徳」の活用（授業前・授業中・授業後） 
（活用の仕方）３・４年：ｐ９０ の「生きているってどのようなことでしょう」の内容にふれ、資料の

導入を行う。  
 



２．学習指導過程 
 基 本 発 問 と 予 想 さ れ る 児 童 の 反 応 指  導・援  助 
 

導 
 

入 

◇今までに思いっきり頑張れた、一生懸命やり切ったときの経
験を話し合う。 

 
  ・水泳で２５ｍ泳ぎ切ったこと。 
  ・運動会で声がかれるまで応援の練習をし、優勝したこと。 

・習い事で一生懸命頑張って優勝できたこと。 

・今までに思いっきり何かを頑張
った経験を話し合い、本当に自
分の力を出してきたかを確か
める。 

・私たちの道徳の９０ページを提
示し、ねらいとする価値への方
向付けを図る。 

 
 
 
 
 
 

展 
 
開 
 
前 
 

段 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
展 
 
開 
 
後 
 
段 

◇範読を聞き，「あなたがもつ生きる力」について知り、感じ
たことを話し合う。 

 
 ○感想を発表しましょう。 

・おなかの中で２０００倍に成長するなんてすごいと思っ
た。 

・赤ちゃんの心拍数が１２０～１４０回で大人の２倍の速
さなんてびっくりした。 

・お母さんだけでなく赤ちゃんも小さいのに頑張っている
ことが分かった。 

 
 
○自分が、お母さんのおなかの中で２０００倍に成長したの
は、一生懸命心臓を動かし、必死に生きていたことを知っ
てどう思いましたか。 

 ・とても小さいのにすごい能力だな。 
  ・そんなに速くてすごい。びっくりした。 
  ・とても大変だと思った。 
  ・赤ちゃんがずっと運動をしている時と同じように心臓を

動かしているとはすごいな。 
 

 
 ○産声は自分が初めてできたことで、その産声を上げるまで

のことを知ってどう思うか。 
  ・大人にもできないことをして頑張っている。 
  ・苦しいのにあきらめずに乗り越えたことがすごい。 

・生まれたばかりなのに赤ちゃんの力はとても大きいな。 
 
 

 
◎「あなたがもつ生きる力」を学習して、どんなことを思い
ましたか。振り返りシートに書きましょう。 

 
・自分がこんな苦しい中で生まれてきたなんて思ってもみな
かったので、すごいなと思った。 

・これからも赤ちゃんのときに頑張って勝ち取って選んだ命
を大切にしながら生活したい。 

・赤ちゃんのとき、苦しいことを頑張って乗り越えてきたの
で、これからも苦しいことがあっても頑張って乗り越えて
行きたいと思った。 

・頑張って生まれてきた自分の命を大切にしながら、今まで
できなかったことをできるようにしていきたい。 

 
 
 
 

・感想では、心に残ったことを自
由に交流する。 

・感想後、内容をしっかり把握す
るために、赤ちゃんの成長の様
子が分かるように実際の大き
さを提示し確認したり、心拍数
をメトロノームや実際の音を
使って感じ取ったりしながら、
赤ちゃんの様子を理解し、発問
する。 

 
・どの子もお母さんのお腹の中に

いたことを確認し、全員が同じ
ように生まれてきたことを押
さえ、生命の尊さを感じるよう
にする。 

 
・生まれてきた赤ちゃんが、大人

にしてみても膨大なエネルギ
ーを使って産声を上げること
を理解し、全員がその力をもっ
ていることに共感させる。ま
た、生きることを自分で選び、
必死に苦しみを耐えながら、一
生懸命生まれてきたことを感
じ取ることができるようにす
る。 

 
・今から約１０年前、この世で生

きていくためにお腹の中であ
らゆる能力をもち、それを発揮
しながら生まれてきた自分を
考え、一生懸命生きようとする 
心情について考えさせたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

終

末 
◇教師の説話を聞く。 
 ・教師の体験を話す。 

・自分と同様に生命あるもの全て
を尊いものとして大切にしよ
うとする気持ちをもたせる。 

・自分に自信をもって、一生懸命
生きようとする気持ちを育て
る。 

 

〈変容の見届け〉 
 資料から自己の「生命の尊
さ」についての考えの深まりを
自覚したり、生命力のすばらし
さに気付いたりすることを通
して、自分と同様に生命あるも
の全てを尊いものとして大切
にしようと考えたり、これから
一生懸命に生きようとする思
いをもっている。 



 


